
名古屋港管理組合 完全週休 2日制・週休 2日制工事実施要領 令和６年４月改定 新旧対照表 

新 旧 

(目的) 

第１条 “地域の守り手”である建設業の持続的発展のため、名古屋港管理

組合では建設現場の労働環境改善及び将来の担い手確保に向けた取り組みの

一つとして、完全週休２日制・週休２日制工事を実施する。 

 

 

 

(対象工事) 

第２条 名古屋港管理組合の発注する競争入札に付す工事を対象とし、令和

６年４月１日以降に入札の公告を行う全ての工事を対象とする。ただし、公

共建築工事積算基準を適用する工事は本実施要領を適用しない。また、以下

のいずれかに該当する工事は除く。 

(1) 著しく現場施工期間が短い工事 

(2) 通年維持工事や緊急の応急復旧工事 

(3) 発注者が対象外とする作業を実施する期間が対象期間の大部分を占

める工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(目的) 

第１条 建設業界では、若手や女性技術者の確保・育成を中心とした将来の

担い手確保が重要な課題となっており、建設現場における労働環境の改善が

求められている。このため、名古屋港管理組合では、企業や労働者の労働環

境改善に向けた意識向上を図るとともに、建設業の週休２日への更なる普及

に向けて取り組むこととする。 

 

(対象工事) 

第２条 名古屋港管理組合の発注する競争入札に付す工事を対象で令和５年

４月１日以降に入札の公告を行う工事を対象とする。ただし、公共建築工事

費積算基準を適用する工事は除く。 

(1) 発注者指定型 

発注者が対象工事を指定することにより、企業や労働者の労働環境改善に向

けた意識向上を図り、週休 2 日の取り組みを促進するもので、現場条件等に

よって工期延期が生じかねない不確定要素や数量増減要素が少なく、週休２

日の確保が可能な工事 

 

(2) 受注者希望型 

受注者自らが取り組むことにより、労働環境改善に向けた意識の向上を図る

もので、発注者指定型以外の全ての工事を対象とする。ただし、準備期間及

び後片付け期間を除く対象期間において現場施工期間が４週未満の工事、災

害復旧工事等発注者が週休 2日制工事に適さないと判断した工事は除く。 

 

 

 

 



新 旧 

(週休２日制の形式) 

第３条 週休２日の形式については、愛知県「完全週休２日制・週休２日制

工事実施要領（令和５年１０月施行）」（以下「県実施要領」という。）第４条

に準じて実施するものとする。 

 

(取組内容) 

第４条 取組内容については、県実施要領第５条に準じて実施するものとす

る。ただし、県実施要領第５条(2)の項目は実施しない。 

 

(工事成績評定) 

第５条 完全週休２日制工事又は週休２日制工事（以下「週休２日制工事等」

という。）の実施工事の工事成績評定は、名古屋港管理組合工事成績評定要綱

によるものとし、工事成績表の「５．創意工夫 Ⅰ．創意工夫」において評

価する。明らかに受注者に週休２日に取り組む姿勢が見られなかった場合は、

工事成績表の「７．法令遵守等 ９．その他」の項目において、２点減ずる。 

なお、評価の実施方法については、県実施要領第６条に準じて実施するもの

とする。 

 

(取組証の発行) 

第６条 前条の規定により工事成績評定において評価し、受注者が取組証の

発行を希望する場合は、監督職員は工事目的物の引き渡し後、速やかに受注

者に対して週休２日制工事取組証（様式１）を発行するものとする。 

 

 (週休２日の取得に要する費用の計上) 

第７条 週休２日の取得に要する費用の計上については、県実施要領第８条

に準じて実施するものとする。 

(週休２日制の形式) 

第３条 週休２日の形式については、愛知県「完全週休２日制・週休２日制

工事実施要領（令和４年１０月施行）」（以下「愛知県実施要領」という。）第

３条に準じて実施するものとする。 

 

(取組内容) 

第４条 取組内容については、愛知県実施要領第４条に準じて実施するもの

とする。 

 

(工事成績評定) 

第５条 完全週休２日制工事又は週休２日制工事（以下「週休２日制工事等」

という。）の実施工事の工事成績評定は、名古屋港管理組合工事成績評定要綱

によるものとし、工事成績表の「５．創意工夫 Ⅰ．創意工夫」（別紙参照）

において評価する。なお、評価の対象となる実施工事では、愛知県実施要領

第５条に準じて実施するものとする。 

 

 

 

(取組証の発行) 

第６条 前条の規定により工事成績評定において評価した場合は、監督員は、

工事目的物の引き渡し後、速やかに受注者に対して週休２日制工事取組証（様

式１）を発行するものとする。 

 

 (週休２日の取得に要する費用の計上) 

第７条 週休２日の取得に要する費用の計上については、愛知県実施要領第

７条に準じて実施するものとする。 



新 旧 

（対象工事への変更） 

第８条 第２条(3)の理由で、本要領の対象外とした工事に限り、契約後に受

注者が対象工事に変更することを希望する場合は、変更協議を行い対象工事

とすることができる。ただし、変更協議による工期延長は行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

【削除】 

(特記仕様書) 

第８条 特記仕様書については発注者指定型及び受注者希望型で発注する工

事は、特記仕様書に以下のとおり記載する。 

（1）発注者指定型 

本工事は、名古屋港管理組合完全週休 2日制・週休 2日制工事実施要領（令

和 5年 4月 1日）に記載する発注者指定型の対象工事とする。 

（2）受注者希望型 

本工事は、名古屋港管理組合完全週休 2日制・週休 2日制工事実施要領（令

和 5年 4月 1日）に記載する受注者希望型の対象工事とする。 

 

（経過措置） 

要綱第 2条に規定する工事のうち、令和 5年 4月 1日以前の単価を使用した

工事において、改正前の要領第 7 条の規定による補正を行っている工事の取

り扱いについては、改正後の要領第 7 条の規定に基づく補正に変更し、契約

変更するものとする。 

 



新 旧 

（様式１） 

 

（様式１） 

 


